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ChubuSat
実践プログラム

特集
本リーディングプログラムの目玉であるChubuSat実

践プログラムについて、概要とこれまでの取り組みを

特集記事で紹介します。合わせてChubuSat衛星につ

いても紹介します。



ChubuSat実践プログラム推進室からのメッセージ

ChubuSat実践プログラム

リーディング大学院のフロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラムでは、広い意味での宇宙に関する専門知識や先端技術を基礎と

して、研究分野を俯瞰できる視野を持ち、国際的に競争力のあるプロジェクトを率いる能力を備えた人材の輩出を目指しております。

そのような人材育成に必要な知識は、「宇宙研究開発概論」、「宇宙理工学専門講習・講義」、「リーダー養成セミナー」、「グローバルリー

ダー研修」、「インターンシップ」によって学びます。一方、これらに基づいて得た専門知識や組織マネージメントのノウハウを実践し、

体得するのが、「ChubuSat実践プログラム」です。ChubuSat実践プログラムを経験することにより、将来、プロジェクトを率いるの

に必要なリーダーの素養を身につけます。

実際のチーム活動の中で幾多の問題に接し、協力して解決することにより、実践力を育み、将来への自信につなげます。また、理・

工や実験・理論などの分野が異なる、あるいは国籍の違う仲間と同じ目標に向かって進むことは、グローバルリーダーとしての幅広

い素養を育むことになります。

ChubuSat実践プログラムでは、ミッション提案フェーズ、開発実践フェーズ、実機実践フェーズという段階があり、5–8名の学生か

ら構成されるチームで活動することによって、企画立案能力、組織マネージメント能力、問題解決能力を身に付けます。ミッション

提案フェーズでは、ChubuSat衛星ミッション提案を行い、目的・成功基準・仕様要求・概念設計・技術実証計画などを含む、具体

的かつ専門的な提案書を作成します。開発実践フェーズでは、提案書に記載された開発項目の技術実証、あるいは、ChubuSat衛

星に関連する環境試験や運用などの実践的な作業をします。実機実践フェーズでは、実現性の高い衛星搭載機器の開発を実施し、

打ち上げを目指します。これらの、通常、得がたい経験を通して、将来の大規模プロジェクトを率いるグローバルリーダーを目指し

て欲しいと思っております。博士学位を取得後、いかなる業界に進もうとも、これらの経験は決して無駄になることなく、将来の力

となり、あらゆることに活用できるような能力を習得できます。

関係者の皆様のご理解とご協力をお願いいたしますとともに、リーディングプログラムに所属する学生の皆さんはこの目標に向かっ

て有意義に活動していきましょう。

ChubuSat実践プログラムはChubuSatに搭載する機器を開発することを目指し、理工学様々な分野の学生がグループワークで企画・

立案、試験・開発を行い、「企画立案能力」「問題解決能力」、「組織マネージメント力」、「プロジェクト実践能力」を養成するもので

す。ChubuSat衛星とは、名古屋大学、大同大学と中部地方の航空宇宙産業中小企業連合体であるMASTTが共同で開発した50kg級

の超小型衛星で、衛星のコストを下げ、宇宙開発参入の敷居を下げることを目標に開発されています。ChubuSat実践プログラムを

実施する学生には、衛星開発に関する様々な基礎知識とともに、チームをまとめ、運営して行くためのリーダーとしての素養が要求

されます。博士前期課程１年次のカリキュラムとして、宇宙開発に関する基礎知識習得のために、「宇宙研究開発概論」「宇宙理工学

専門講義・講習」を、リーダーとしての素養を養うために「リーダー養成

セミナー」「グローバルリーダー研修」を実施しています。学生は、前もっ

て必要な知識、素養を習得し、それらをChubuSat実践プログラムの３

つのフェーズで活用・実践することが出来るように計画されています。ミッ

ション提案フェーズでは衛星計画提案書をプロジェクトグループごとに作

成し、開発実践フェーズで様々な搭載機器の試作・試験を行います。実

機実践フェーズでは優れた提案をもとに、ChubuSatに搭載、打ち上げ

を目指し本格的な開発試験を行います（希望者のみ）。各フェーズでは、

段階に応じて実際の衛星開発と同じように評価します。教員・メンター

も参加して、チーム毎に週1回3時間程度の検討会や、数時間の測定・実

験を実施していきます。教員・メンターは学生に適切な助言をし、教員

が学生の各プロジェクト内での貢献度や役割を評価します。

室長　金田 英宏
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ChubuSat実践プログラム 



ChubuSat実践プログラムのミッション提案フェーズは博士前

期課程2年生（M2）の前半期の半年を使って行われます。学

生はグループごとに衛星計画提案書の作成を行います。提

案のテーマには、科学、工学等の分野で重要な目的と意義を

持ち、実現性の高い衛星計画の企画が期待されています。提案書

にはこの目的の達成のために必要な衛星搭載機器の仕様、さらに衛星軌道、

運用計画が必要とされます。また、提案した衛星計画が実現可能かどうかを

調べるための検証試験の計画も必要です。テーマやチームの進め方に依存し

ますが、週8時間（MAX）×6 ヶ月程度の負担となります。

半年の期間中に2回（およそ3 ヶ月後および5 ヶ月後）開催される報告会において、各チームは提案内容を発表します。衛星搭載機

器の開発経験が豊富な教員によってその内容を審査し、適切な助言を与えます。4 ヶ月後に提案書の初版を審査し、フィードバック

したうえで、6 ヶ月後に提案書の最終版の審査を行います。

開発実践フェーズは博士後期課程1年（D1）時の前半期中3 ヶ

月を使って行います。このフェーズでは衛星の搭載機器開

発に向けたより実践的な作業を進めます。およそ週16時間

（MAX）×3 ヶ月程度の負担を想定しています。

開発実践フェーズにはミッション提案フェーズの結果により実施内

容に2つのケースがあり、ミッション提案フェーズで作成した企画書が認めら

れた場合は、自らが提案した衛星計画の実現性を検証するための搭載機器

の試作・試験を実施します。また、提案された計画の実現性が低いと評価さ

れた場合、あるいはチームがミッション提案フェーズからのプロジェクト継続

を希望しない場合は、ChubuSat実践プログラム推進室が用意した標準プロ

グラムを選択して、実施することにします。テーマは、（1）ロケット打ち上げ振動環境を模擬した機械応答試験・モデル解析、（2）宇

宙熱真空環境を模擬した温度特性試験・モデル解析、（3）ChubuSat衛星打ち上げ前の各種環境試験、あるいは打ち上げ後の追跡・

運用、（4）小型衛星ダウンリンク信号の自動受信システム構築などが用意されています。

3 ヶ月の期間の終了後に、最終報告会が開催され、各チームは検証結果を発表し、実施報告書を提出します。最終報告会後に報

告書を審査します。

実機実践フェーズは博士後期課程1年（D1）前期以降、任意期間で行います。任意参加の学生チームによってミッショ

ン提案フェーズから選抜され、開発実践フェーズで実現可能性が検証された実現性の高い衛星搭載機器の開発を、

ChubuSat実践プログラム推進室の教員による支援のもと継続します。このフェーズでは、実際にChubuSat衛星に

搭載し、打ち上げを目指します。実機実践フェーズについては、任意実施であり、その内容・方法については教員と

協議しながら進めていきます。
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ChubuSat実践プログラムの流れ



4月から長期に渡って進めてきたChubuSatプログラムのミッション提案フェーズが終わりました。まだ開発実践フェーズがこの
1月から始動するため完全に終わったという感じはしていませんが、ひとまず一段落しました。全く別ジャンルの研究分野の

Limb Observation of Ionosphere Plasma Bubble 
（D1）　理学：6 名　　工学：2 名　　環境学：0 名　　計：8 名

学生からの声

Project A set the project theme “Limb observation of 
ionosphere plasma bubble” .  In this project, we planned 
to make the long-term observation, and it could become 
the first observation of large scale structure of plasma 
bubble.
I enrolled in the Leadership Development Program for 
Space Exploration and Research (LGS) in April, 2014 
and I also started to work with Project A members on 
ChubuSat Instrument Development Project at the same 
time.  It continued from April to October for Mission 
Proposal Phase of the project.  It was not a long period 
but I experienced and learned a lot through the days.  For 
instance, I have enriched and expanded my knowledge 
on space and satellite via the background research 
from our project―Limb observation of ionosphere 
plasma bubble.  What s̓ more is to have learned how to 
communicate and work with other people by having 
weekly meetings with team members of Project A; and, 
as a foreign student, my most thankful thing to the 
ChubuSat Instrument Development Project was that it 
gave me an opportunity to make some Japanese friends 
which was very valuable to me.  In Project A, we had 
collected many ideas and made a lots of research to the 
question “What can a satellite do” before we decided 
our project theme.  At the same time, it became my 
mind to have realized that there were a lot of things had 
not been done in Space.  After we made a decision for 
the theme, everyone needed to learn and gain much 
of new knowledge which was no related to our own 
academic field.  Sometimes, we hit difficulties; however, 

we eventually made it over and finished the MDR (Mission 
Definition Review).
Basically, we had a three hours meeting every week to 
discuss about our project.  We usually shared our ideas 
but sometimes we couldn t̓ help having conflicts to make 
each opinion right.  So what I had learned from these was 
“listening” .  We all need to listen to everyone s̓ comment 
and carefully try to find out their real thinking or opinion.  
Then, the whole project members could have good 
discussions.  It was hard to have good discussions at the 
beginning but I strongly felt that we became the best 
team at the final presentation of MDR.
As I mentioned before, I have met some nice team 
members in Project A.  We now became close friends.  
The reason why was very simple.  We couldn t̓ often 
finish up the discussion at the meeting because of time 
ending so we needed to find another time for revising 
and forming ideas.  Someone set up a luncheon, dinner 
meeting, etc.  By sharing those time together, we could 
finally finish the work and it turned out to deepen our 
friendship talking many things such as hobby, favorite 
movie, how enjoyable in weekends, and so on.  This 
simple act like having meals together really made the 
whole group united and closed tight and we had mutual 
understanding each other.
In conclusion, I think that it is very lucky to have 
joined the LGS program and the ChubuSat Instrument 
Development Project; and also, I would like to express 
my thankfulness to this program for giving me much 
priceless experiences in my life. 

太陽地球環境研究所 大気圏環境部門  D1 中川 真秀 さん 

工学研究科  機械理工学専攻  D1 謝 毅源 さん
Mechanical Science and Engineering, D1, Yiyuan XIE.

ChubuSat実践プログラム報告

2014年度は新課程への移行措置として博士前期課程2年生（M2）（10名）と後期課程1年生（D1）（22名）の2学年が同時にミッ
ション提案フェーズを行いました。学生は、5–8人程度の人数で構成されるAからEの5つのプロジェクト班にわかれ、各々自
分たちのプロジェクトを進めていきました。各プロジェクトには1人のメンターと2人の副メンターがつき、学生の議論をサポー
トします。D1は2015年1月から、M2は4月から、開発実践フェーズへと移行します。開発実践フェーズでは各学年から1つの課
題が選択され、自らが提案したアイディアの検証実験を行います。残念ながら選択されなかったプロジェクトは教育的なテー
マを教員側から与えられ、取り組むことになります。
異分野の学生、日本人と留学生等、学生にとっては恐らく初めての経験であろう環境の中での共同作業に戸惑いが多いと思
いますが、一つずつが貴重な経験になると考えています。ブレインストーミング等の手法を使ってアイディア出しと整理を行い、
実現可能性を検討し、次第に自分たちのミッションが形になる感動を感じてもらいたいと思います。

担当教員からの声

プロジェクト
A



「国際宇宙ステーション（ISS）の船外活動などの様子を、近くから生
中継できると面白いよね！」この発想から我々のミッションが生まれ
た。ミッション内容は「低軌道衛星間での指向性データ通信試験及び、
短距離衛星間ミッションを想定したカメラによる目標追尾試験」と題
し、最初の発想を実現するための基礎固めを本グループのミッション
とした。このミッションでは超小型低軌道衛星間のデータ通信を実現
するために、通信方法の検討や、姿勢制御の方法の検討を密に行っ
た。また我々はChubuSatをISSから放出するための条件やその放出
機構についても検討を重ねた。このミッション提案フェーズを通して、
我々のミッションを実現するための基礎検討は完了した。
ミッション提案フェーズではChubuSatのミッション部の設計だけでな
く、バス部の設計やISSの構造についても検討する必要があった。作業量は増大したがより実践的な人工衛星設計ミッション
となり、貴重な経験を得ることができた。また会議での議論は活発なものであったが、議論が平行線をたどった時にどこを
落とし所とするかが見つからず、予定会議時間を超過することがしばしば発生した。議論を通じての問題解決の難しさを実
感し、開発実践フェーズではこのことも念頭に置きながら作業を進めたいと思う。

地球環境の性質を理解する上で、地球大気の性質を調べ、そのメカニズムを明らかにすることは重要である。これまでの観
測結果から、地球大気は定常的なものではなく、時間的に変動することが知られており、さまざまな波動や物理現象の相互
作用が地球規模の大気を動かすことで、地球環境の変化と深く結びついている。今回我々プロジェクトＣは、地球大気の中
層圏及び電離圏におけるプラネタリー波と呼ばれる現象に注目した。
プラネタリー波とは、惑星波動とも呼ばれるもので、数日から十数日程度の周期で変動する大気中の波動現象である。この
プラネタリー波は、赤道や中低緯度から極域への物質輸送を担い、また、極域における成層圏突然昇温現象と呼ばれる現
象とのつながりが示唆されている。プラネタリー波を観測することにより、プラネタリー波がこれらの大気現象に与える影響
の時間変動や、メカニズムなどを明らかにすることが
できると考え、我々は、オゾンを用いたプラネタリー波
のLimb観測というミッションを提案した。
ChubuSat実践プログラム ミッション提案フェーズで
は、プラネタリー波を観測するために必要となる分解
能の評価と、最適な観測対象と観測装置の選定を行っ
た。加えて、小型衛星を用いることの利点についても
考察し、実現可能性の高い計画となるように心掛けた。

Tests of Directive Data Transmission on the Low Orbit and 
Camera Tracking System Using Small Satellite

（D1）　理学：5 名　　工学：2 名　　環境学：1 名　　計：8 名

Limb Observation of Planetary Waves
（D1）　理学：4 名　　工学：2 名　　環境学：0 名　　計：6 名
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人間が集まって本当に結果が出せるのか不安でした。加えて、私はD1編入でリーディングプログラムに参加したので、ただで
さえ周りは知らない人ばかり…。最初の顔合わせの日はいろんな恐怖を抱えて出席していたので、今でも鮮明に覚えています。
実際、プログラムを進める中でチームを組み、プロジェクトを進めることの難しさを知りました。自分の研究とそこで与えら
れた仕事を同時にこなすことも本当に難しかったです。特に私が属しているプロジェクトAは個々のポテンシャルが高く、一人
ひとりを信頼できるというチームでした。それでもチームという組織で起こる問題、「人間関係」に悩んだ時期もありました。
我々のチームは明確なリーダーを決めませんでしたが、終盤になるにつれて自分の役割を理解し、全員がベストを尽くしてい
たと思います。
私がChubuSatのプロジェクトを通して学んだことは多くありますが、「人は城、人は石垣、人は堀、情けは味方、仇は敵なり」
この言葉に集約される気がします。

工学研究科  機械理工学専攻  D1 西村 英典 さん

理学研究科 素粒子宇宙物理学専攻 D1 桂川 大志 さん

プロジェクト
B

プロジェクト
C

本ミッションの概要図



いよいよ、開発実践フェーズが2015年1月上旬からスタートしました。A、B、Cの
各プロジェクトごとにテーマを決定し、約週2回のペースで打ち合わせ、実験、実
証を行っています。プロジェクトBについては自分たちがミッション提案フェーズ
で決めた、宇宙ステーションを認識し、その方向に衛星を向けてカメラで撮影
し、地上に送るというテーマに取り組んでいます。Aは一般的な振動試験、Cは
ChubuSat-2衛星に搭載する放射線検出器の要素試作モデル試験（写真は実際に
使用するものと同じ部品の振動試験を行っている様子）を行っています。開発実
践フェーズは3 ヵ月続き、2015年4月6日の週には最終報告会が行われる予定です。

ChubuSat衛星は、名古屋大学が中心となって開発している、50kg級超小型衛星のシリーズの総称です。ChubuSat-1号機は、
地球観測のための可視光カメラと赤外線カメラを搭載し、災害監視やデブリ観測を目的としています。2014年11月6日16時35
分（日本時間）にロシアのドニエプルロケットによってロシア国内のヤスネ宇宙基地から、無事打ち上げられました。打ち上

我々 Dグループのミッションは、小型衛星用の汎用パッケージを開発し、その有用性を
デモンストレーションを用いてアピールする、というものである。汎用パッケージとしてはア
ルミ製の与圧容器と各ゲージ類を設け、与圧することで空冷を可能とし、稼働部の固着を
防ぐ。これによって、宇宙空間で地上と同様の機器を使用可能とする。このミッションでは
パッケージは宇宙空間特有の環境として微小重力と高強度放射線環境をユーザーに提供す
る。今回のミッションでは開発したパッケージのデモンストレーションとして微小重力下での
安息角測定実験を行う。先行研究の安息角の測定精度を超える実験を行い、
物理学的知見を得ることを目標としている。
本プログラムでは、超小型衛星の搭載機器の提案を一から学ぶことができた。
特に、実際にプロジェクトを経験されている先生方、メンターの方に色々と
教えていただけたのが非常に有意義だった。このプログラムで得られたもの
は、衛星開発ミッションにおける基礎知識ももちろんであるが、特にチームマ
ネジメントに関する知見が得られたことが大きい。チームで物事を進めるの
は予想していたより困難であった。それぞれ研究のバックグラウンドも違えば、
国籍さえ違うこともある。異分野・グローバルな共同プロジェクトの経験としても非常に貴重な体験だった。この経験を今
後の研究や、もしかすると将来関わるかもしれない衛星開発ミッションで活かしていきたい。

太陽フレアではイオンが加速されることが知られているが、これらの粒子の加速機構に関しては不明な点が多い。イオ
ン加速機構の解明を目的として、イオン加速機構の情報を保持したまま地球に届く太陽中性子の観測を提案した。イオン
加速機構のモデルによって期待される中性子のエネルギースペクトルは異なるため、エネルギースペクトルの測定により加速
モデルに制限を与えることができる。我々はエネルギー分解能を有する中性子検出器として、プラスチックシンチレーション
ファイバーを積層した放射線飛跡検出器を設計した。本検出器には、未だかつて宇宙空間での使用例がない光検出器MPPC

（Multi-Pixel Photon Counter）を用いる。MPPCはサイズが小さく、消費電力が少ないという小型衛星に適した特徴を持つ。
実証試験計画として、MPPCの宇宙環境耐性試験を立案した。
プロジェクトの立案から提案書の作成までの過程で、実体験を通して組織マネジメントを学ぶことができた。特に参考になっ
たのがブレーンストーミング法である。粗野な考えを歓迎して、アイディアを引き出していく技法は、プロジェクトの素案を出
しそれらをまとめて練っていくときに有益だった。

環境学研究科 地球環境科学専攻 M2 加藤 伸祐 さん

理学研究科 素粒子宇宙物理学専攻 M2 馬場崎 康敬 さん

Development of the Package for Space Utilization 
（M2）　理学：3 名　　工学：1 名　　環境学：1 名　　計：5 名

Solar Neutron Spectrometer (SNS) for Solar Flare Science
（M2）　理学：4 名　　工学：1 名　　環境学：0 名　　計：5 名

開発実践フェーズがはじまりました。

ChubuSat衛星の現状

プロジェクト
D

プロジェクト
E



2014年4月に始まったChubuSat実践プログラムのミッション提案
フェーズでは、6月10日に中間成果報告会を開催しました。各プロジェ

クトは、この2 ヶ月間議論を重ねて練り上げてきたアイディアをプレゼンテー
ションし、担当教員との間ではその妥当性、実現性について真剣な議論を
展開しました。
ミッション提案フェーズ開始から半年が経ち、9月30日には最終報告会が
開催されました。中間報告会での教員からの指摘について深く検討し、実
際の衛星搭載を目指す案として提案します。中には検討を重ねた末に中間
成果報告会から大きく内容を変更したプロジェクトもあります。教員と交わ
される議論も自然と熱を帯びたものとなりました。

2014年12月3日、名古屋大学野依記念学術交流
館にて名古屋大学の6つのリーディングプログラ

ムの合同シンポジウムが行われ、私はその学生準
備委員として約半年間の間活動しました。この合同シンポ
ジウムでは「異なるリーディングプログラムの学生との交
流を通して、国際的リーダーとしての広い観点を養うこと」
と「リーディングプログラムの活動を様々な人に知ってもら
うこと」を目標とし、「持続可能な発展のために様々な分
野の若いリーダーに何ができるのか？」ということについ
てグループプレゼンテーションやパネルディスカッションを
行いました。シンポジウム当日は162人もの方が参加され、
規模の大きいシンポジウムとなりました。
私が準備委員になった動機は様々な人と交流を持ちた
かったからでしたが、実際に準備委員として活動してみる
とそれ以上に様々な収穫がありました。まず学生準備委
員の約半数が留学生だったため会議やメールでのやり取り
などは全て英語で行われたので、英語に慣れ自信をつける
ことができました。また私は今回ポスター制作や当日の配
布物の準備を担当しましたが、多くの人と協力しながら作
成する方法を学ぶとともに皆で協力して作成したものが完
成した時の達成感と喜びも味わうことができました。当日

もパネルディスカッションやグループプレゼンテーションは
時間が足りないほど議論が白熱し、主催者側としてとても
うれしいことでした。またこのシンポジウムを成功のうち
に終えることができた時の達成感もとても大きく、準備委
員を引き受けてよかったと心から思うことができました。
今までイベントの企画運営をしたことがなかったため今回
の準備委員の活動は本当に貴重な体験になりました。将
来共同研究をする時や就職した時など多くの人と協力して
何かを成し遂げる機会は増えてくると思いますので、今回
の経験を活かしていきたいと思います。

理学研究科 素粒子宇宙物理学専攻 杉浦 圭祐

活動報告

ChubuSat実践プログラム ミッション提案フェーズ
中間・最終報告会

名古屋大学リーディング大学院合同シンポジウム

6月10日

9月30日

12月3日

げ後衛星からの電波を受信しましたが、一部の機能が不調で十分に充電できない状態にあり、現在も復旧作業が続けられ
ています。
ChubuSat-1号機に続き、2号機も2015年度の打ち上げが決定しました。X線衛星ASTRO-Hに相乗りする形で、JAXA種子島宇
宙センターからH-IIAロケットで打ち上げられる予定です。ChubuSat-2号機（愛称 金シャチ2号）には放射線検出器が搭載さ
れ、ASTRO-H軌道（高度550km）上や地球上の雷雲等からの放射線を観測し、ASTRO-H衛星の観測を支援することを目的
としています。本衛星に搭載する検出器は、ChubuSat実践プログラム ミッション提案フェーズでプロジェクトEが提案した検
出器と類似しており、また、ミッション目的である太陽フレアの中性子観測の評価も高かったことから、この提案を本衛星のミッ
ションに付加することになりました。開発実践フェーズでは、希望するグループが現在急ピッチで進められているChubuSat-2
開発に参加しており、この機会を最大限活用しています。今後とも金シャチ2号のご支援の方、よろしくお願い致します。
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編集後記

手探りながら発行してきたニュースレターも学生か
らの声が増えてきました。次号は2014年度のリー

ディング活動報告を6月頃に予定しています。今後は4カ
月おきに定期的に発行していきますので、ご期待くださ
い。（KY）

活動報告

2015年1月18日から3日間、宮城県のJAXA角田
宇宙センターにて、40kN液酸/液水エンジンの燃

焼試験にLGS企業見学の一環として名古屋大学から
4名が参加した。このエンジンは将来的に垂直打上げ推力
制御垂直軟着陸での運用、つまり再使用ロケットに搭載
が予定されるものである。ロケットの再使用は、宇宙開
発において避けては通れない軌道への輸送コストの問題
を解決する鍵となるアイデアである。Space XのFalcon 9 
reusableロケットの海上プラットフォームへの着陸が、先
日惜しくも失敗に終わったことが記憶にあたらしい。
燃焼試験に先立ち予め配布された手順書には秒単位の確
認事項が並ぶ。試験中はカウントダウンに合わせて、全体
指揮と10人程の各担当者が呼応しながら、目まぐるしく行
程が進んでいく。エンジン起動の声のあと、ノズルからは
火柱が上がり、防爆カメラからの映像が振動で大きく揺れ
始める。エンジンの中で起きていることは、制御された
燃焼であることは理解しているものの、計測室まで聞こえ
る地鳴りのような爆音に思わず肩がこわばる。この日だけ
で連続着火5回を3セット行い、全体では打上げ100回に耐
えられることを確認するという。再使用ロケットのエンジ
ン開発においてポイントとなるのは、可変な推力と耐久性

である。
試験後、実際のロケットエンジンを見ることができた。試
験中、モニタ越しにしか様子がわからなかったエンジン全
体は、間近で見ると音から想像されるよりもかなり小さい
ことに驚いた。燃焼を終え、液体推進薬で冷やされたター
ボポンプには真白な霜が一面に張り付いている。エンジン
からは圧力計や温度計が無数に張り巡らされており、それ
らは必要に応じてkHz程度の高速、低速サンプリングに区
別され計測室に送られる。計測システムの構築に関する工
夫や苦労話を聞くなかで、自分の理学の研究との共通点
を思いのほか見つけることができた。自らの専門分野の中
で閉じたものだと認識していた知識や経験のいくつかは十
分に他分野でも役に立つのだ、というのは新鮮な感覚だっ
た。
ロケットエンジンの燃焼試験は期待通り迫力のあるもので
あり、試験翌日に行われたデータレビューへの参加も含め
良い経験になった。所内の見学中は各部署で担当の方か
ら、実験設備に関して詳しく説明して頂いた。質問は尽き
ず、所定の時間を超えてしまうことも多かった。今後も同
様の見学は企画されるとのことなので、機会を逃さず参加
することを勧めたい。

太陽地球環境研究所 太陽圏環境部門 牧野 友耶

JAXA角田宇宙センター見学会1月

18-20日


